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研究成果の概要（和文）：本研究は，NPO，政府，企業という異なるセクターに属する 3 つ

の主体の協働によって，新しい多元的な社会的価値の創出に成功している 7 つの先駆的事例を
詳細に分析することによって，戦略的協働が形成・実現・展開されるプロセスの解明を試みた
ものである。 

 最初に，先行諸研究に批判的検討を加え，独自の理論的枠組である「協働の窓モデル」を開
発した。このモデルは，協働が形成・実現・展開されていくプロセスを経時的・動態的に記述・
分析することが可能なフレームワークである。7 つの事例の分析は，この「協働の窓モデル」
にもとづいて行われた。分析の結果は，戦略的協働の本質をあらわす 18 の命題として提示さ
れた。 

本研究の意義は，次の 3 つである。第 1 に，協働の窓モデルを開発し，その有効性を確認し
た。第 2 に，戦略的協働が｢なぜ｣そして｢どのように｣形成・実現・展開されるのかを正確に記
述・分析し，戦略的協働の全体像を解明した。第 3 に，戦略的協働の実践家である協働アクテ
ィビストの行動指針を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：：In this research project over four years, we analyzed the process 

of strategic collaboration between multi-sectors including nonprofits，governments and 

businesses.   

First, we developed an original framework, "collaborative window model", according to 

the review of the previous studies. The collaborative window model is a useful framework 

to describe and analyze the dynamic aspect of the process of collaboration. Next, we made 

seven in-depth case studies of pioneering strategic multi-sector collaborative projects  

which had succeeded in creating pluralistic social values. Finally, we analyzed the seven 

multi-sector collaborative project mentioned above by using our model and presented 18 

propositions and 7 practical implications for collaborative activists on the basis of the 

results of the analysis. 

In summary, we developed the original framework, "collaborative window model" for the 

analysis of multi-sector collaboration and indicated its effectiveness through the case 

studies. 
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1. 研究の目的と開始当初の背景 

本研究は，セクターを異にする NPO，政
府，企業間の戦略的協働を記述・分析する
ための理論的枠組を導出し，この枠組にも
とづいて戦略的協働を実証的に解明し，戦
略的協働に関する理論を構築することを目
的としている。 

ドラッカーは，かつて次のように説いた。
｢20 世紀において，われわれは，政府と企
業の爆発的な成長を経験した。21 世紀にお
いて，われわれは，NPO の同じような爆発
的な成長を必要とする。いかなる組織が社
会の課題に取り組むべきかとの問いに対す
る答えは，政府でもなければ企業でもない。
NPO である。われわれは，NPO を社会の
課題に挑むための最前線として位置づける
方法を必要としている｣。 

ドラッカーの指摘どおり，20 世紀に爆発
的に成長した政府と企業に加えて，21 世紀
において，NPO が急速に成長しつつある。
今日，このように NPO が注目されているの
は，政府と企業だけでは，21 世紀の社会の
課題を解決するためには不十分であること
が明らかになってきたからに他ならない。
この 21 世紀の社会の課題に挑むための方
法の 1 つが，本研究で取り上げた NPO，政
府，企業間の戦略的協働である。この戦略
的協働は，今日，世界中で急速に増加しつ
つあり，多元的な社会的価値の創造に対し
て大きな潜在力を秘めている。 

これまでも協働は，経営学や公共政策学
をはじめとする多くの社会科学の分野に
おいて，理論研究および実証研究の対象と
なってきた。しかし，協働に関する既存の
研究はいずれも，協働が「なぜ」そして「ど
のように」形成され実現され展開されるの
かを適切に説明していない。また，既存の
研究の大部分は，同一セクターに属する組

織間の協働にもっぱら焦点を合わせてき
た。他方，異なる 2 つのセクターに属す
る組織間の協働に関しても，政府と NPO

間の協働の研究か，企業と NPO 間の協働
の研究に過ぎない。NPO，政府，企業と
いう 3 つの異なるセクターに属する組織
間の協働，すなわち戦略的協働に関する
研究は，ほとんど行われてこなかった。 

個々の戦略的協働が「なぜ」そして「ど
のように」形成され実現され展開されるの
か。われわれは，このプロセスの解明を研
究テーマに設定した。 

本研究では，戦略的協働を次のように定
義した。すなわち，「NPO，政府，企業と
いう 3 つの異なるセクターに属する参加
者が，単一もしくは 2 つのセクターの参加
者だけでは生み出すことが不可能な新し
い概念や方法を生成・実行することで，多
元的な社会的価値を創造するプロセス」で
ある。なお，戦略的協働の「参加者」とは，
NPO，政府，企業等の「組織」と，後述す
る協働アクティビストを含む「個人」であ
る。戦略的協働の参加者は，多元的な社会
的価値を創造するために，協調して特定の
「協働プロジェクト」を形成し，実現し，
展開する。本研究の分析対象は，この具体
的な協働プロジェクトである。なお，以下
では戦略的協働を単に協働と略記するこ
とがある。 

 

2. 協働の窓モデル 

本研究では，先行諸研究の批判的検討を
つうじて，オリジナルの理論的枠組である
「協働の窓モデル」を導出した。協働の窓
モデルの概要は，次の通りである。 

協働システムにおいては，独自のパター
ンを持った 4 つの流れがある。これらの流



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れは，上から順に，問題の流れ，解決策の流
れ，活動の流れ，組織のやる気の流れの 4 つ
である。いずれの流れも，左から右へ時間の
経過とともに流れていく。問題の流れ，解決
策の流れ，組織のやる気の流れの 3 つの流れ
は，特定の時点に，協働の窓が開くことによ
って活動の流れに合流する。協働システムの
多様な参加者，特に協働アクティビストは，
これら 4 つの流れの中にさまざまな問題，解
決策，組織のやる気，活動を投げ込んでいる。
これら投げ込まれた 4 つは，それぞれの流れ
の中で，もしくは活動の流れの中で，協働ア
クティビストによって能動的に結び付けら
れたり，偶然に結び付いたりする。こうして，
アジェンダ，諸解決策，組織のやる気状況，
活動状況の 4 つのストックが形成される。 

さらに，協働の進展にともない，活動の流
れの中を浮遊しているこれら 4つのストック
のすべてが，協働アクティビストによって相
互に結び付けられるのに十分な内容を備え
るようになる。この場合，協働アクティビス
トがこれらを結び付け，4 つのすべてからな
る 1 つのパッケージを構成すれば，協働が実

現される。こうして実現された協働が，参
加者によって展開される。 

参加者は，多元的な社会的価値を創造す
るために，協働プロジェクトを形成し実現
し展開する。この協働プロジェクトは，前
史（第 1 期），形成期（第 2 期），実現期
（第 3 期），展開期（第 4 期）の期間に区
分され分析される。 

この協働の窓モデルの有効性は，次の 4

つである。第 1 に，協働の窓モデルは，現
実の戦略的協働のほとんどすべての要素
を考慮した，包括的かつ統合的なモデルで
ある。第 2 に，協働の窓モデルは，偶然性
をともなう現象の理解を前進させるモデ
ルである。第 3 に，協働の窓モデルは，動
態的モデルである。第 4 に，協働の窓モデ
ルは，能動的な知識創造の視点に立ったモ
デルである。 

 

3. 7 つの事例 

事例の選択に際しては，上述の戦略的協
働の定義に合致する協働プロジェクトが
探索された。その際，協働プロジェクトの



課題分野がある程度の多様性を有するよう
配慮された。なぜならば，多様な課題分野の
協働を分析することにより，戦略的協働の一
般的な特徴が析出可能であると考えられた
からである。 

探索の結果，北海道 NPO バンク，ジャパ
ン・プラットフォーム，霧多布湿原トラスト，
パシフィック・ミュージック・フェスティバ
ル，グリーンフリーズ・キャンペーン，人道
目的の地雷除去支援の会，北海道グリーンフ
ァンドの 7つの協働プロジェクトが発見され
た。 

 

4. 研究方法 

本研究では，戦略的協働を構成する各々の
事象（events）は，年代記（chronological 

structures）アプローチによって解析された。
年代記アプローチは，事象を年代順に並べる
ことによって，事象間の相互関係を経時的に
記述・分析し，因果関係を確定する方法であ
る。具体的には，協働プロジェクトの全期間
を 4 期に区分し，各期における参加者の行動
と行動間の相互関係を，次の 4 つの手続きに
よって記述・分析している。 

第 1 に，各協働プロジェクトに関して，分
析の出発点となる年表を 4つの期間ごとに作
成する。第 2 に，各期の年表にもとづいて，
参加者の行動と行動間の相互関係を年代順
に詳細に記述する。第 3 に，協働の窓モデル
にもとづいて，各期および全期間における参
加者の行動と行動間の相互関係を詳細に分
析する。第 4 に，戦略的協働の一般的特徴を
命題として提示する。 

 

5. 本研究の成果 

本研究では，8 つの問いを設定し，それら
の問いに答えるための理論的枠組である協
働の窓モデルを導出した。そして，この協働
の窓モデルにもとづいて戦略的協働の実態
を解明した。図は，8 つの問い，協働の窓モ
デルの 8 つの特徴，提示された 18 の命題の
相互関係を示している。 

本研究が，わが国における戦略的協働の形
成・実現・展開に対して，何らかの具体的か
つ実践的指針を与えることができれば幸い
である。 
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